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●
社
会
保
険
資
格
取
得
時
の
本
人
確
認
の
徹
底

社
員
が
入
社
し
、
社
会
保
険
（健
康
保
険
、
厚
生
年
金
）の
届
出

を
行
う
際
に
は
、
会
社
が
被
保
険
者
や
被
扶
養
者
と
な
る
者
の
氏

名
等
の
確
認
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
偽
名
で
の
届

出
が
行
わ
れ
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
発
行
さ
れ
て
い
た
と
い

う
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
年
金
機
構
で
は
本
人
確
認
の

徹
底
を
改
め
て
周
知
さ
せ
る
べ
く
、
今
後
は
、
左
記
の
よ
う
な
取
り

扱
い
と
な
り
ま
す
。

（１
）社
員
を
採
用
し
た
場
合
に
確
認
す
べ
き
事
項

新
規
に
被
保
険
者
と
な
る
社
員
を
採
用
し
た
場
合
に
は
、

・社
員
の
氏
名

・生
年
月
日

・性
別

・住
所
等

・基
礎
年
金
番
号

を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き

る
場
合
に
は
、
資
格
取
得
届
に
そ
の
番
号
を
記
載
し
提
出
し
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
手
帳
の
紛
失
に
よ
り
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き

な
い
場
合
は
、

・運
転
免
許
証

・住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（写
真
付
き
の
も
の
）

等
で
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
証
明

書
で
本
人
確
認
が
で
き
た
場
合
に
は
、

・被
保
険
者
資
格
取
得
届

と
併
せ
て

・年
金
手
帳
再
交
付
申
請
書

を
年
金
事
務
所
に
提
出
し
ま
す
。

（２
）１
０
月
１
日
か
ら
変
更
と
な
る
資
格
取
得
届
の
取
り
扱
い

本
人
確
認
の
徹
底
に
伴
い
、
平
成
２
４
年
１
０
月
１
日
以
降
に
受

け
付
け
ら
れ
た
資
格
取
得
届
で
基
礎
年
金
番
号
が
未
記
入
（年
金

手
帳
再
交
付
申
請
書
を
添
付
の
方
は
除
く
）の
場
合
に
は
、
一
旦
、

会
社
に
返
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
本
人
確
認
が
で

き
る
ま
で
は
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
発
行
が
行
わ
れ
な
い
こ
と

と
な
り
ま
す
。

（３
）本
人
確
認
の
証
明
書
等

本
人
確
認
の
証
明
書
と
し
て
は
、
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す

【１
種
類
の
書
類
で
足
り
る
も
の
】

①
運
転
免
許
証

②
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（写
真
付
き
の
も
の
）

③
旅
券
（有
効
期
限
内
の
パ
ス
ポ
ー
ト
）

④
在
留
カ
ー
ド
又
は
特
別
永
住
者
証
明
書

⑤
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
発
行
し
た
資
格
証
明
書

（写
真
付
き
の
も
の
）

【２
種
類
以
上
の
異
な
る
組
み
合
わ
せ
が
必
要
と
な
る
も
の
】

・写
真
貼
付
の
な
い
「住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」、
住
民
票

・後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・金
融
機
関
の
預
金
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等

・印
鑑
登
録
証
明
書

・共
済
年
金
又
は
恩
給
の
証
書

●
ま
と
め

①
本
年
１
０
月
１
日
以
降
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

②
基
礎
年
金
番
号
が
未
記
入
（年
金
手
帳
再
交
付
申
請
書
を
添
付

の
方
は
除
く
）の
場
合
は
資
格
取
得
届
が
一
旦
返
却
さ
れ
ま
す
。

③
届
書
が
返
却
さ
れ
て
い
る
間
は
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
交

付
は
保
留
さ
れ
ま
す
。

④
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
留
意
点

昨
年
暮
れ
か
ら
年
明
け
に
か
け
て
報
道
さ
れ
た
事
件
を
機
に
本

人
確
認
が
厳
格
に
な
り
ま
し
た
。
実
務
的
に
は
、
入
社
時
に
年
金
手

帳
の
提
出
（基
礎
年
金
番
号
の
確
認
）が
あ
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
通
常
通
り
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
題
は
入
社
時
に
年
金
手
帳
の
提
出
が
な
く
、
基
礎
年
金
番
号

が
確
認
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
す
。
確
認
で
き
る
ま
で
は
、
本
人
の
み

な
ら
ず
被
扶
養
家
族
に
つ
い
て
も
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
交
付

が
保
留
さ
れ
ま
す
。
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